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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第１四半期累計期間
第20期

第１四半期累計期間
第19期

会計期間
自　平成23年８月１日
至　平成23年10月31日

自　平成24年８月１日
至　平成24年10月31日

自　平成23年８月１日
至　平成24年７月31日

売上高 （千円） 28,259 6,690 673,454

経常損失 （千円） 102,302 93,552 104,826

四半期（当期）純損失 （千円） 99,501 93,885 101,630

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 997,101 997,101 997,101

発行済株式総数 （株） 49,274 49,274 49,274

純資産額 （千円） 1,033,314 942,528 1,035,006

総資産額 （千円） 1,229,686 1,112,924 1,230,255

１株当たり四半期（当期）純損失金

額
（円） 2,019.35 1,905.38 2,062.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 83.8 84.4 83.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　なお、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況につきましては、次の通りであります。

　当第１四半期累計期間におきましては、営業キャッシュ・フローは、税引前四半期純損失が93,552千円計上されたこ

と及び棚卸資産は24,176千円増加したものの、売上債権が151,523千円減少したこと等から、19,297千円のプラスとな

りました。しかしながら、円高の継続及び欧州債務危機の長期化の影響を受け景気の減速傾向が強まり、顧客の設備投

資が引き続き抑制されたこと等により、売上高は6,690千円と低調で、営業損失93,278千円を計上することになりまし

た。当該状況により、当社には継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　そこで当社は「第２ 事業の状況 ３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 (3) 継続企業の前

提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況を改善するための対応策等」に記載のとおり、具体的な対応策を実

施し当該状況の解消と改善に向けて努めております。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第１四半期累計期間における世界経済は、欧州の債務危機の長期化に伴う経済の低迷や、米国の景気回復の停

滞、そして新興国の成長率の鈍化が鮮明となるなど、減速の傾向が強まりました。

　国内の経済も、東日本大震災の復興関連需要等による内需に持ち直しの動きがみられたものの、世界的な景気の減

速と円高の継続による輸出の不振が続き、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

　当社が属する半導体並びにフラットパネルディスプレイ業界におきましては、スマートフォンやタブレット端末

関連分野の設備投資には回復の兆候がみられましたが、その他の分野においては家電市場の低迷や、景気の先行き

に対する懸念から設備投資は低調に推移し、前事業年度からの更なる延期がなされました。

　このような厳しい経営環境のなか、当社は既存顧客のニーズに対応するとともに、新規顧客の開拓による半導体関

連検査装置の拡販を積極的に推進するとともに、自社製品の開発、改善に取り組んで参りました。また、営業担当と

エンジニアが一体化した営業組織により、迅速かつ的確な顧客ニーズへの対応に注力しました。

　加えて、部品調達の効率化と調達先の選別、及び開発工程の見直しによる原価低減と固定費の削減を前期より継続

し、過去最低レベルであった前事業年度を下回る経費水準を目指す諸施策を遂行し、営業損益の改善を図りました。

なお、その一環として、当事業年度の役員報酬を一部カットするとともに、社員給与も削減いたしました。

　これらの結果、当第１四半期累計期間の売上高は6,690千円（前年同期比76.3％減少）、営業損失93,278千円（前

年同期は営業損失101,688千円）、経常損失93,552千円（前年同期は経常損失102,302千円）、四半期純損失93,885

千円（前年同期は四半期純損失99,501千円）となりました。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題に重要な変更はありません。　

　

(3）継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況を改善するための対応策等

　当社には、「第２ 事業の状況 １　事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる

ような事象又は状況が存在しております。

　当社はこうした状況を解消するため、以下の取組みを継続して実施しております。

　顧客ニーズに対応した新検査装置や機能拡張オプションの開発、改善により、差別化した製品ラインアップを提供

し、国内外で売上拡大及び新規顧客の開拓に向けた積極的な営業展開を推進しております。併せて部品調達先及び

開発工程の見直しによる原価低減と過去最低レベルの経費水準を目指した大幅な固定費削減を実施し、営業損益の

改善に努めております。また、営業担当とエンジニアが組織的にも一体化した営業推進体制は顧客の支持を得てお

り、さらに顧客満足度の向上に資する製品開発に注力し、厳しい経済環境下でありますが今後も顧客の取引シェア

アップ及び海外を含めた新規顧客の獲得に取り組んでまいります。

　その他、財務面におきましても必要十分な現預金を有していることに鑑み、継続企業の前提に関する重要な不確実

性は認められないものと判断しております。
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(4）研究開発活動

　当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は23,384千円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000

計 100,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成24年10月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成24年12月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 49,274 49,274
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株制度は採用しておりま

せん。

計 49,274 49,274 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年８月１日～

平成24年10月31日
－ 49,274 － 997,101 － 1,104,350
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

　 平成24年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　　49,274 49,274　 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 49,274　 － －

総株主の議決権 － 49,274　 －

　

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

　

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成24年８月１日から平成24年

10月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年８月１日から平成24年10月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
　(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年７月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 432,413 442,895

受取手形及び売掛金 436,118 284,594

商品及び製品 26,023 39,013

仕掛品 227,732 238,918

原材料及び貯蔵品 2,163 2,163

その他 16,072 12,709

流動資産合計 1,140,524 1,020,297

固定資産

有形固定資産

建物 11,231 11,231

減価償却累計額 △3,629 △3,946

建物（純額） 7,601 7,284

車両運搬具 12,835 12,835

減価償却累計額 △12,282 △12,314

車両運搬具（純額） 552 520

工具、器具及び備品 157,522 157,522

減価償却累計額 △138,755 △141,399

工具、器具及び備品（純額） 18,766 16,123

有形固定資産合計 26,921 23,928

無形固定資産

電話加入権 358 358

ソフトウエア 780 570

無形固定資産合計 1,139 929

投資その他の資産

投資有価証券 17,519 18,926

敷金 14,135 14,135

長期前払費用 30,016 5,857

保険積立金 － 28,851

投資その他の資産合計 61,670 67,770

固定資産合計 89,730 92,627

資産合計 1,230,255 1,112,924
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年７月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,014 988

1年内返済予定の長期借入金 18,468 18,468

未払法人税等 3,513 1,726

賞与引当金 2,138 8,673

製品保証引当金 7,748 3,072

その他 48,132 29,885

流動負債合計 83,014 62,813

固定負債

長期借入金 105,479 100,862

資産除去債務 5,508 5,529

その他 1,245 1,192

固定負債合計 112,233 107,583

負債合計 195,248 170,396

純資産の部

株主資本

資本金 997,101 997,101

資本剰余金 1,104,350 1,104,350

利益剰余金 △1,062,158 △1,156,044

株主資本合計 1,039,292 945,407

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △7,534 △6,126

評価・換算差額等合計 △7,534 △6,126

新株予約権 3,247 3,247

純資産合計 1,035,006 942,528

負債純資産合計 1,230,255 1,112,924
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　(2)【四半期損益計算書】
　　【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成23年８月１日
　至　平成23年10月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年８月１日
　至　平成24年10月31日)

売上高 28,259 6,690

売上原価 21,303 2,265

売上総利益 6,955 4,425

販売費及び一般管理費 108,643 97,703

営業損失（△） △101,688 △93,278

営業外収益

受取利息 67 41

為替差益 110 101

保険解約返戻金 － 282

その他 39 1

営業外収益合計 217 427

営業外費用

支払利息 612 541

支払手数料 201 160

その他 19 －

営業外費用合計 832 701

経常損失（△） △102,302 △93,552

特別利益

固定資産売却益 2,977 －

特別利益合計 2,977 －

税引前四半期純損失（△） △99,325 △93,552

法人税、住民税及び事業税 245 387

法人税等調整額 △69 △53

法人税等合計 176 333

四半期純損失（△） △99,501 △93,885
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期会計期間（自　平成24年８月１日　至　平成24年10月31日）

　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年８月１日以降に取得した有形固定資産につ

いては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　なお、この変更による影響はありません。　
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成23年８月１日
至　平成23年10月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年８月１日
至　平成24年10月31日）

減価償却費 5,679千円 3,202千円

 

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年８月１日　至　平成23年10月31日）

１．配当に関する事項

　　　該当事項はありません。

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年８月１日　至　平成24年10月31日）

１．配当に関する事項

　　　該当事項はありません。

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第１四半期累計期間（自　平成23年８月１日　至　平成23年10月31日）及び当第１四半期累計期間（自　平

　成24年８月１日　至　平成24年10月31日）

　　当社は、半導体検査装置の貸与、設計、販売並びに技術サポートを事業内容とする単一セグメントであるた

　め、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年８月１日
至　平成23年10月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年８月１日
至　平成24年10月31日）

１株当たり四半期純損失金額 2,019円35銭 1,905円38銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 99,501 93,885

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 99,501 93,885

普通株式の期中平均株式数（株） 49,274 49,274

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金

　　　額であるため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成２４年１２月７日

ウ イ ン テ ス ト 株 式 会 社

　 取　　締　　役　　会 　御中
 

有限責任監査法人 ト ー マ ツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三　富　康　史　　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上　田　雅　也　　 印

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているウインテスト

株式会社の平成２４年８月１日から平成２５年７月３１日までの第２０期事業年度の第１四半期会計期間（平成２４年

８月１日から平成２４年１０月３１日まで）及び第１四半期累計期間（平成２４年８月１日から平成２４年１０月３１

日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ウインテスト株式会社の平成２４年１０月３１日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

ウインテスト株式会社(E02083)

四半期報告書

15/15


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第１四半期累計期間
	継続企業の前提に関する事項
	会計方針の変更
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

